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自分の気持ちを伝えることのできる環
境づくりに、引き続き、学校全体で取り
組んでいく。また、子供同士の些細なト
ラブルや喧嘩にも丁寧に対応していく。
不登校気味児童への対応としては、SC
などとより一層連携を密にし、家庭の協
力も得ながら、登校意欲の喚起等に努
める。その他、進んで挨拶できる児童
が増えてきたが、できない児童もいる。
また、多くの児童が、学校のきまりや社
会のルールが守れていると答えている
が、実態とには多少ずれがあるように
看て取れる。児童会活動や委員会活動
を通じ、児童の主体性な活動として、そ
の改善に取り組んでいく。

生活習慣に関しては、概ね良好であ
る。
運動能力に関しては、全国スポーツテ
ストの設定目標をクリアはしたが、昨年
来、コロナ禍の影響で、市陸上大会な
ど高学年の対外行事が中止となる中、
朝の運動等も計画どおりには実施出来
なかったことなども影響してか、AB層が
減少し、DE層が増加した。
コロナ禍ではあるが、引き続き、体育授
業の充実、「朝の運動」の年間を通じて
の計画的な実施、外遊びの促進に努め
る。

コミュニティ・スクールの理念に基づく学
校づくりを目指し、「みんなでつくるみん
なのあら小」を合い言葉に、「あら小応
援団」など外部人材を積極的に活用し、
教育活動の充実に努めている。
また、児童や学校の様子を地域の方に
も伝えるために、校報の手渡しを行って
いる。
その結果、地域の方々から児童や学校
に対する気遣いの言葉をいただけるよう
になってきた。

下記調査の該当項目
　　（別添参照）

◆学校評価調査（教
員）及び（保護者）

①校長が毎月「校報・絆」を発行する。ま
た、各学年ごとに毎月通信を発行する。
②取組をマスコミを通じて広報（情報発
信）する。
③学校支援ボランティア等外部人材を活
用した取組を推進する。

①　左記調査（教員）「保護者や地域への情報発信は
十分できている（子供の様子を積極的に伝えた）（A)」、
左記調査（保護者）「地域と共に歩む学校づくりを進め
ている（B)]、「学校の取組や子供の様子がよく分かった
（C)」の４及び３評価合計が90%以上
②　地方紙等で取組が紹介される回数（年間５回以上）
③　学校支援ボランティア活用件数　（年間１０件以上）
◆左記調査（教員）の「コミスク」に係る該当全項目の４
及び３評価合計の平均が90%以上

①　A：84.2％　B:97.4%　C：99.1％

②　新聞７回（市広報誌等を含む）
　　　　　　　　　　　　【１月末現在】
③　年間21件（のべ50回319人）
　　　　　　　　　　　　【１２月末現在】

◆「４ コミュニティ・スクールの推
進」　：86.0％

A

児童の校外引率やクラブ活動への支援
など「あら小応援団」の方々から心温ま
る協力をいただくなどし、教育活動の充
実に努めた。【12月末現在:のべ50回
319名(ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ含む)】　また、学
校・家庭・地域の熟議の場として「共育
座談会」を開催し、コミュニティ・スクー
ルの基盤ができつつある。加えて、校
報を見守り隊など応援団の方々に地道
に配布することを通して、地域の方々か
ら児童や学校に関心をもっていただけ
るようになってきた。今後も地域資源を
生かした教育活動を推進する。

子供たちは概ね規則正しい生活が
送れているが、高学年になるほど夜
遅くまで起きている傾向は例年どお
り。
運動能力に関しては、全国スポーツ
テストでは、約半数の児童がAB層
に分布し、最近３年は上昇傾向にあ
る。

下記調査の該当項目
　　（別添参照）

◆学校評価調査（教
員）及び（保護者）
◆学習と生活に関す
る児童アンケート

①「早寝・早起き・朝ご飯」を推奨する。
（家庭と連携して基本的生活習慣の定
着を図る。）
②「学習と生活に関するアンケート」を実
施する。（年３回/学期に１回）
③「朝トレ」をはじめ、季節に即した取組
（長距離走など）を計画的に実施すると
ともに、運動場での外遊びを推奨する。
④全国スポーツテストを徹底実施する。

①②　左記児童アンケート、「毎朝、7時までに起きてい
た（A)」の割合90%以上、「毎日、朝ご飯を食べた（B)」の
割合が90%以上、「毎日、決められた時刻までに就寝し
た（C)」の割合が70%以上
③ 左記調査（児童）「よく運動をして体をきたえていた
（Ａ)」、左記調査（保護者）「学校は運動習慣の定着、体
力向上に取り組んでいる（B)」の４及び３評価合計が
85%以上
④　全国スポーツテストで、A層の割合が10%以上、AB
層の合計割合が35%以上、DE層30%未満
◆左記調査（教員）の「体」に係る該当全項目の４及び
３評価合計の平均が90%以上

①②
　A：1学期86.8％・2学期86.9％
　B：1学期95.5％・2学期94.4％　
　C：1学期65.0％・2学期70.1％
③　A：1学期88.0％・2学期87.6％　
     B：94.7％

④　A層：18.2％（↓） AB層合計：
47.0％（↓）　 DE層24.1％（↑）

◆「３ 健やかな体の育成」：93.0％
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各学年・学級で、自分の気持ちを相手に
伝えることのできる環境づくり（間違った
としても許し合える人間関係づくり）に取
り組んでおり、相手の気持ちを考えられ
る、優しい児童が育てきているが、
日々、些細なトラブルなどもある他、登
校しぶり傾向にある児童も見受けられ、
適時適切な指導に努めているが、その
克服が課題となっている。
また、自分から進んであいさつできる児
童も多いが、学校生活上のルールを守
れないこともある。

下記調査の該当項目
　　（別添参照）

◆学校評価調査（教
員）及び（保護者）
◆児童いじめアン
ケート

①一人一人の気持ちに寄り添い、子供
たちが仲間を大切にする学級経営に取
り組む。また、日々のトラブルに対して
は、双方の言い分を丁寧に聴き、互いに
納得のいく指導を行う。
②いじめアンケートを実施する。（年３回
/学期に１回）
③毎月の欠席状況を把握し、SCなどとも
連携し、定期的にケース会議を開催する
などし、気になる児童への関わり方につ
いて話し合う。

①②　左記児童アンケート「学校が楽しいと感じる（A)」
の割合が97%以上、左記調査（保護者）「子供は学校に
行くのを楽しみにしている（B)」の割合が90％以上、アン
ケート実施後のいじめ解消率100%
③　不登校を０に近づける、不登校気味児童の欠席日
数を減少させる

◆左記調査（教員）の「徳」に係る該当全項目の４及び
３評価合計の平均が90%以上

①②
　A：1学期96.7％・2学期95.3％
　B：93.0％　　解消率：100％達成
③ スクールカウンセラー(SC)等と
連携を密に、通級指導教室に繋い
だり、定期的な家庭訪問等により、
改善した児童もあるが、引き続き丁
寧に対応していく必要のある児童も
ある。

◆「２ 豊かな心の育成」：88.7％

達成度
次年度への改善と

その方法
意見・要望・評価等

これまで、国語科を中心に「聴いて、考
えて、つなげる授業」づくりの成果と課題
を踏まえ、論理的思考力の育成に取り
組んでいるが、コロナ禍の中、昨年度の
研究はあまり進んでいない。
なお、全国学調では、県サンプル調査と
の比較で、国語が５ポイント上回った
が、「書く能力」は県平均を上回っている
ものの、「話す・聞く能力」「読む能力」に
比べ10ポイント以上低かった。算数は
１．２ポイント下回った。また、県調査は
４・５年生共に国・算で県平均を下回っ
たが、理科（５年）は３ポイント上回った。

下記調査の該当項目
　　（別添参照）

◆学校評価調査（教
員）及び（保護者）
◆学習と生活に関す
る児童アンケート

①基礎基本の定着（朝学、補充学習、家
庭学習等での復習の徹底）
②弱点の分析・指導方法の工夫改善
③子供の理解に即した学習指導

①　「たくさん読んだで賞」（年間20人以上）
①②　左記調査（保護者）「授業が楽しく分かりやすいと言って
いる（A)」、「習った漢字を書いたり・計算をしたりしている（B）」
の４及び３評価合計が90％以上、「家庭学習の習慣を身につ
いている(C)」の4及び３評価合計が80％以上
③　左記児童アンケートで、「学習」に該当する全項目（１～５）
（A)の４及び３評価合計の平均が85％以上、「国語（B)・算数
（C)・理科（D)の授業がよく分かる」の割合が90％以上
①②③　各種学力調査で全国・県平均を上回る。
◆左記調査（教員）の「知」に係る該当全項目の４及び３評価
合計の平均が90％以上

①２４人【３月10日現在/1年生除く】
①② A：92.0％ B：93.4％ C：75.8％
③　A：1学期85.9％・2学期89.1％
B：1学期92.5％・2学期92.0％
C：1学期92.1％・2学期90.8％
D：1学期96.7％・2学期98.2％
①②③　全国学調では、国語は0.3ポイント上
回り３年連続となったが、「書く力」には課題
がある。算数は３年連続全国平均を下回り、
6.2ポイントに広がった。なお、県調査は4・5
年生共に国・算で1.6～4.8ポイント県平均を
下回ったが、5年生は国・算ともに昨年に比し
て大きく向上し、平均に僅差になってきてい
る。理科（５年）は1.4ポイント下回った。
◆「１ 確かな学力の定着・向上」：93.4％

B

全国学調・県学調から、特に算数に課
題があるため、基礎基本の定着に向
け、指導方法の工夫改善を図る。
そのため、「安小タイム」の内容充実
（目的をもった課題の反復練習・答え合
わせと解説）を徹底するとともに、補充
学習に努める。また、家庭学習の定着
を図るため、タブレット端末を有効に活
用し、児童が自主的に学習していく習
慣付けを行う。
加えて、引き続き、国語科を中心に、
「論理的思考力」の向上をテーマに授
業改善に取り組みつつ、「書く力」の向
上に努める。

現状と課題 評価項目 具体的な取組 評価指標
評価項目の達成状況

(数値は２学期末）

◆休みがちの児童への対応には、SC
など専門家の存在が不可欠である。
今後もSC等と連携しつつ、子供への
関わり方や保護者への働き掛けを工
夫しながら、粘り強く対応してもらいた
い。

◆「特別支援教育」分野での教員自己
評価が低いようだが、どの子供に対し
ても、特別支援教育の視点で接するこ
とが大切。そのような視点で関わって
いくと不登校も減少してくるのではな
いか思うので、特別支援教育を強化し
てもらいたい。

◆最近の子供は打たれ弱く、失敗を
極度に恐れる傾向がある。中学生に
なると、その先に高校入試があるよう
に、少なからず“競争”の場面に遭遇
するので、みんな一緒（平等）の教育
だけでは事足りない。相対評価から絶
対評価に変わり、全体の中での自分
の立ち位置・順位というものに意識が
向かなくなってきている。順位付けが
“悪”という風潮もあるが、高学年くら
いからは意識させていくことも必要で
はないか。走るのが速い、絵や字が
上手など、子供たちは、それぞれの得
意分野で頑張ればいいし、学校には、
子供たちの得意分野を伸ばしてやっ
てもらいたい。

◆学力調査で平均を下回ったのは、
あくまでも結果としてのこと。また、次
に向け頑張ればいい。児童アンケート
から、授業はもちろんのこと、学校生
活の様々場面で、子供たちの満足度
（達成感）が高いという結果が出てい
る点がいい。また、保護者アンケート
で、「学校は・・・・している」という学校
が主語となっている項目で、高評価が
出ているのは、学校が保護者から信
頼されていることの証だと思う。

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

重　　　点　　　目　　　標 年　度　評　価　　（令和４年２月１８日現在） 令和4年3月10日

十分達成した（８０％以上） 学校評価の結果と改善方策の公表方法

徳：「豊かな心」の育成　（自分も他の人も大切にする心の育成） 概ね達成した（７０％以上）

　学校ホームページで公表
　校報「絆（きずな）」で周知

体：「健やかな体」の育成　（体力・運動能力の向上、運動習慣の定着） あまり十分ではない（６０％以上）

地域と共に歩む学校づくり（みんなでつくるみんなの安小/コミュニティ・スクールの推進） 不十分である（６０％未満）

夢と希望をもち自ら進んで学習する子供、自分も友達も大切にし思いやりのある子供、心身ともに
たくましくねばり強く挑戦する子供

令和３年度　安楽川小学校　学校評価報告書
教育目標 人権尊重の精神を基盤に、知徳体の調和のとれた児童の育成を図る 学校名 紀の川市立安楽川小学校 校長名 原　寿宏

目指す学校像 地域と共に歩む学校 目指す児童像 「強く、正しく、仲よく」を体現する児童

本年度
の目標

知：「確かな学力」の定着・向上
達
成
度


